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本
欄
で
も
何
回
か
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、
当
館
で
は
、
購
入
・

寄
贈
等
で
受
け
入
れ
た
全
資
料
か
ら
、

労
働
文
献
目
録
と
蔵
書
、
調
査
研
究

成
果
、
論
文
の
三
つ
の
文
献
関
係

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ
Ｂ
）
に
収
録
す

る
情
報
を
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
一
般
提
供
し
て
い
る
。
蔵

書
Ｄ
Ｂ
は
文
字
通
り
、
当
館
が
所
蔵

し
て
い
る
一
四
万
六
〇
〇
〇
冊
の
図

書
の
Ｄ
Ｂ
で
あ
り
、
書
名
、
編
著
者

名
、
出
版
社
名
、
分
類
等
の
書
誌
的

情
報
と
貸
出
状
況
、
請
求
記
号
等
の

所
蔵
情
報
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
調

査
研
究
成
果
Ｄ
Ｂ
は
、
い
わ
ゆ
る
白

表
紙
（
報
告
書
）
の
Ｄ
Ｂ
で
あ
り
、

報
告
書
タ
イ
ト
ル
、
研
究
参
加
者
等

の
情
報
の
ほ
か
、
当
館
作
成
の
要
旨

や
目
次
を
掲
載
し
て
い
る
。
特
定

テ
ー
マ
の
報
告
書
は
、
タ
イ
ト
ル
、

著
者
等
か
ら
蔵
書
Ｄ
Ｂ
で
も
検
索
で

き
る
が
、
調
査
研
究
成
果
Ｄ
Ｂ
で
は
、

要
旨
・
目
次
内
容
ま
で
検
索
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
広
範
囲

に
目
的
の
資
料
を
探
し
あ
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
現
在
の
登
録
報
告
書
数

は
約
八
四
〇
〇
冊
。論
文
Ｄ
Ｂ
は
、雑

誌
や
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
論
文･

記

事
の
Ｄ
Ｂ
で
あ
り
、タ
イ
ト
ル
、著
者
、

掲
載
誌
の
ほ
か
に
、
論
文
目
次
を
掲

載
し
て
い
る
。
現
在
の
登
録
論
文
数

は
約
三
万
二
〇
〇
〇
。
国
立
国
会
図

書
館（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）の
Ｎ
Ｄ
Ｌ―

Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
で
も
論
文
検
索
（
雑
誌
記
事
索
引

の
検
索
）
は
可
能
で
あ
り
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

は
全
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で
、

採
録
対
象
雑
誌
も
、
当
然
一
桁
多
い

が
、
労
働
分
野
の
専
門
用
語
（
裁
量

労
働
や
従
業
員
代
表
等
）
で
検
索
す

る
と
当
館
の
論
文
Ｄ
Ｂ
の
方
が
ヒ
ッ

ト
数
は
多
く
な
る
。
労
働
と
そ
の
周

辺
分
野
の
専
門
雑
誌
を
ほ
と
ん
ど
カ

バ
ー
し
、
日
々
更
新
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
是
非
当
館
の
文
献
関
係
Ｄ

Ｂ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝http://db.jil.go.

jp/)

を
使
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

研
究
支
援
Ｄ
Ｂ
と
し
て
十
分
機
能
し

て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

今
月
の
耳
よ
り
情
報

　

ド
ッ
グ
イ
ア
ー
と
言
わ
ず
と
も
、

こ
の
技
術
革
新
が
激
し
い
時
代
、
ス

ピ
ー
ド
が
現
代
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
早
い
者
勝

ち
で
あ
り
、
早
い
者
が
す
べ
て
を
取

る
時
代
で
あ
る
。
特
許
権
等
の
産
業

財
産
権
は
も
と
よ
り
、
研
究
論
文
等

の
著
作
権
の
世
界
で
も
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
ー
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
同
じ
よ
う
な
内
容
の
論
文
を
ほ

と
ん
ど
同
時
に
作
成
し
た
と
し
て
も
、

発
表
順
序
で
法
的
取
扱
い
は
天
と
地

ほ
ど
の
違
い
と
な
っ
て
し
ま
う
。
入

念
に
練
ら
れ
た
構
想
の
下
、
長
年
研

究
を
継
続
し
、
畢
生
の
大
作
と
し
て

世
に
問
う
時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま

い
、
近
年
刊
行
さ
れ
る
専
門
書
の
ほ

と
ん
ど
は
、
過
去
に
発
表
し
た
論
文

を
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

現
代
の
よ
う
に
、
多
く
の
専
門
分
野

が
林
立
す
る
複
雑
多
様
化
し
た
学
問

の
世
界
で
は
、
研
究
者
が
単
独
で
研

究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
は
、
経
費

の
面
で
も
、
専
門
知
識
の
面
で
も
困

難
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
政
府
や

研
究
機
関
が
資
金
を
準
備
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
の
調
査
研
究
が

主
流
と
な
っ
て
お
り
、
予
算
執
行
限

度
の
三
月
末
に
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

そ
の
後
、
時
間
の
制
約
で
で
き
な

か
っ
た
分
析
を
深
め
て
専
門
雑
誌
や

紀
要
に
論
文
を
発
表
、
最
後
に
関
連

の
論
文
を
集
め
て
論
文
集
と
し
て
の

専
門
書
が
発
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
変
化
の
激
し
い
時

代
、
最
後
に
発
表
さ
れ
る
図
書
で
先

行
研
究
を
サ
ー
ベ
イ
す
る
の
で
は
、

最
先
端
の
業
績
を
見
逃
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
大
き
い
。
新
た
に
研
究
を

始
め
る
と
き
、
先
行
研
究
の
渉
猟
は

必
要
最
低
限
の
作
業
だ
が
、
そ
の
渉

猟
に
耐
え
る
だ
け
の
文
献
、
特
に
販

売
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
い
な
い
灰
色
文

献
の
収
集
が
研
究
機
関
の
死
命
を
制

す
る
こ
と
に
な
る
。
当
館
で
も
、
紀

要
や
報
告
書
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー

パ
ー
の
収
集
に
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（500種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

③都筑学著『大学生の進路選択と時間的展望』ナカニシヤ出版（ⅳ+182頁,A5判） 
三つの異なるコーホートに属する著者所属の大学生 500 人を対象に３年間の継続調査によって、進路選択の
準備を進めることで将来目標が明確化し、肯定的な時間的展望が形成されることを明らかにしている。大学
生心理学を専攻する著者の当然過ぎる結論であるが、積極的な進路選択だけが未来を開く鍵なのであろうか。

②吉田容子著『地域労働市場と女性就業』古今書院（ⅲ+283頁，A5判）
労働市場への女性労働力の参入・退出に関する経済学的・社会学的研究論文は枚挙にいとまがないが、経済
地理学とジェンダー視点を２つながら含んだ研究は珍しいのではないだろうか。内外の研究動向と２つの過
疎山村の事例研究を含む本書は、労働市場という理論上の世界から、ビジブルな世界に我々を導いてくれる。

①吉田誠著『査定規制と労使関係の変容』大学教育出版（ⅳ+196頁,A5判）
1950年代前半、自動車産業の産別組織である「全自」の賃金政策を、傘下の日産分会は、生活保障的電産型
賃金政策から同一労働同一賃金という原則に基づく展開を試みた。本書は、賃金配分の査定規制という側面
まで進んでいった日産分会の運動を、当事者からの聞き取りと当時の資料から丹念に再構成した力作である。

④藤本茂著『米国雇用平等法の理念と法理』かもがわ出版(327頁,A5判)
フリーター、非正規社員の増加に伴い、日本も雇用格差社会に突入した。歴史的経緯に基づく人種差別、根
強い性差別に加えて、雇用差別が明確化したのである。米国雇用平等法を手本として著者は、職種概念に基
づきながら、社会的公正に裏打ちされた平等概念によって描かれる雇用平等社会の実現を真剣に望んでいる。

⑤大野昭彦著『アジアにおける工場労働力の形成』日本経済評論社（ⅴ+302頁，A5判）
アジアには数十の国が帰属する。「工場労働力」といっても、到底「アジア」と一括りするほどの労働内容
の共通性は存在しないであろう。その中で本書は、労務管理と職務意識を基礎概念として、ASEANとイン
ド亜大陸の６カ国の工業化の下での労務管理戦略の変容を、各国の地道な調査により明らかにしている。

⑥有村貞則著『ダイバーシティ・マネジメントの研究』文眞堂（ⅹⅶ+248頁,A5判）
基本的人権上、性や人種にかかわらず自由に構成された労働力をもつ職場が望ましいが、経済的に競争優位
となるかは予断を許さない。政治的に望ましく、その可能性が想定されるのであれば実験してみる価値はあ
ると、在米日系・在日米系企業の調査により、ダイバーシティ・マネジメントの必要性を著者は説いている。

⑦上村千賀子著『女性解放をめぐる占領政策』勁草書房（x+262頁,A5判）
⑧井上雅雄著『文化と闘争』新曜社（516頁,A5判）
⑨西成田豊著『近代日本労働史』有斐閣（vi+378+xiii頁,A5判）
⑩欒斌著『技術移転・発展と中核能力形成に関する研究』大学教育出版（xv+409頁,A5判）
⑪橘木俊詔編『日本経済の実証分析』東洋経済新報社(x+314頁,A5判）

⑫河西宏祐著『電産の興亡』早稲田大学出版部（vi+461+9頁,A5判）
⑬葛文綺著『中国人留学生・研修生の異文化適応』溪水社(vii+143頁,A5判）
⑭中川清著『現代の生活問題』放送大学教育振興会（286頁,A5判）
⑮吉田美喜夫著『タイ労働法研究序説』晃洋書房(x+376+9頁,A5判）
⑯村田毅之著『労使紛争処理制度』晃洋書房（vi+235頁,A5判）

図書館だより
５月の主な受け入れ図書

開館時間：9:30～ 17:00
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03(5991)5032 ／ FAX：03(5991)5659
利用資格：どなたでも利用できます
貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています


